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学部統合同語滞泉

孝養各党寵

学部統合同急について町田温室二軍く

学部気合について隠した車　　　　　発毛名書

学部醜各に珂して　　　　　　　　　厳守崖宏

学部箭各の問題－番蚤料セして－∵類書純一郎

歓　　喜

鬼領東舶

Z可をコーナ】

如観人に筑あれ

下宿していた項の吏藷

グラフト及びプロ、ソプ産金

領儀頒萄

ぶ項　渾

’二　一二‾　二二

金軍孝二

山下清書
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〔琵）学部統合問題犠㈲

学部東金同語－　これは，尭γ工芸徴絶大単

にとって法劉生以京，教養となく渥恕され′　その

蔑ヒ立消えとなって桑ヒ間闇であった。

ところがJ奉唱の場各は、甥＼な車その間翳が恩應

駒に発展しノ　晩冬襲う象の可能蛙も少なからずとし、

う状態に貢で連行して譲てし＼毎夕

そこで私隼はこの閻葛を語り上げ’ノ二二に常農と

して、塙「覿する尊になりました。

多少なりともノ　この間海の真轟の驚喝！二枚立てば、

牽憲夫です。

蘇廣盛観艶肇

丁、写最ノ会恩寵

よ一　挙部酪各問題につし＼て町田乾生に確く

3，学部乾各について藤じたこと　‥一席宅超吾

4，学部寵合に碍して一一∴‥一㌧㌃回塗：灘牒日夏宏

5．学部乾合の同領一養蚕良とし■て叫

一・・一…－Sえ宙瞳　凍魯鈍一部

ー†】



学長 会 党記
二月首／ぎ百

一1倍咲く　畠義金常枝委員会

ヱ統合蜃席零賞金について

戊）凝戴メソパーは

変額舅そあり、賛議員の虫てL＼ない誉東（電気ノ　を凝）空聴き．

各教室／各ずっコ

透）土書己ズソバ〟はどのようにしてきまったカ＼

袈諒常会が大学の景恵鹿喝であれ　各教室の選考仁志　温虫。

C）上甑碁笥′会はし＼つごろ驚足したか一

郎葦止ノ　f宵項

d）上託を負合は親捉まそどのようなことをし∫　又今後どのような二

、　ミ　ー　こ　て．＼■・．、、

忽賂施敦電帝奉賀合として7回簡いた。異体油津亀を金高し，

評鼓金の新謎乏経て哀終軌こ経常原谷の承諾となる。

色）凌敦峯黄金の寵絹をしてほしい。

商学欝より互各す、っ。

2，統合キ亀につL、て

如絶各の弓鶴憶

醜一本の尿立′　研寵ノ教育のよ・j最早左遷を珍鳥ク

ここで文部省の予鼻東葉は亀頭できなし＼・まだ数段各その説

曙には象ってし＼ない㌧

る政府瀬野はど巧産直藩んやいるか

評議会より景虎鷺宮文部竜に尾太LJ　文部省屈jの了解欝、恒え

胃大蔵奄せ文部竃の予賓弟衝の泉うまくいけば衷箕5胃仁子

帯刀ヾ下りるであろう。

⊂）褒合の葉毒見はし、っごろになるか。

実状より乱れぼ土地闇麹によ隼，全完成には礁よ～3監かか

ものではないカ＼．

一一・二一
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d）統合、か寛項は

文部省寛厳の領により／琴諒止牽憂寄主　〟の各を亀，／琴線

∂　坪の混濁どする．敬承　東電を軒窺餐　体育観　クラブ“賓，

寄宿舎等ぞ計義にあるク

薗土地猿人入二おし＼そぼノ　田下不動覆審宅和二覇奄宝庫喪しノ

蓋覇とレて法．土叱牒檀上り髪怠三えゐヾく、簡牒汗こわたっ

ては発表し求たし＼ものであるJ

e）学名憂亀について

櫨人的には努え為〉汲啓はなし＼ヒ希えるク

わかり管ヱラムの変更はわゐか．

変えないつもijそあり，教室で諌めてもらい賛義金で沃亀す

る。尚廣蚤励ま占家産としノ離庄化琴諒求／つかえ′　東通ヒ

ノ葱をできる肘二甘いま承各には顧晩がなし、ク　又掌風車談は考

えてし、なし、。

上人上が官議会より濃度してもらった賓卑セノ瀕すいし二渇げた

もめきめる∴根本句題としての土地の呵薇が束帯虜であ為のご

寄細なゐ計鼠の全ぼラは知り爆ないが′　いずれ正式なる寓意が

いちぼやくあらんことを切望するものである。寮機に肇洩忍最

低して下さった短篇会常圧蓉黄金に等上をもってお礼を卑し上

げます。

原　稿　募　集

閃　　電　　　宙　封　（こちらから、あるテーマをあらかじめ凝＿すむ

こともあります。帝，次回はⅥ回生にどつ

同
　
素

語
噸
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って寮磯のチャンスどなりますので皿旬を　妻

巷位．の皮膚髪太いに輿終しています。）

所思の簡慮閏鮪（肇轟養蚕頃にもらってくだまい9）

！鞍になし．
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学部乳合間瓢こついて町口髭隻に聞く

担当　佐藤先師中村贋博両葡貴賓罵

支部芳春帯刀哀冷として知られる冬め寒さ軋　その寂しさを増し塊のて蒙た

プえ胃5冒′　嘉も逢え人は町田研究豪を訪ぬましたク　宙更の審線化学教室のこ確

う東沌ぞト十置′　壬二が先生の研究宅である　弘達知寒祝着2人区囁覆した電

路き先生の室へ入って行ききし佗¢すわとノ　称号肴とし＼うムードが現俸食鹿

kつつんそし＼奄慮な蕗げの町田忠生が賢顔で魁えて下乏いました。葉に好感

の蒔てる党をぞあお。しわ＼Lj「人か豆へ入って蓑る窮」ま／、ソクを忘れてはし＼

けなし＼ま。⊥とやミしくたしなめあれる。私漫新来読者は／Vノブを忘れる蒐固

くなっ　てし＼美乙た‖J L＼。

一肌鵬嚢はチェインの綴纂扇の考ですがと軍医研少　女巧、ど一一一一一一一

＼・ん丁＞l LL・1㌦、7

「あわ，彗酪金属署についての1ンタビューの鋒ビぬ。Jと実親で答えて下⊇り

、払達の常夜．宣ほぐして下さも。

卑逮あれこれと簡詞UてメモをYる．

－大麻ノこの同軍訳者ち上って泰た勧歳は？

「五号、嘉が寒葡萄をぞって£ljました簿に，学長から一つ⑦寧寮が弼あか

に3れまして一一一一一．芝の嘗実ってし＼うのはノ　この求等農学部内に遵落髪敷設し

ようごし、う預都電の郡青草竜の亨なのですボノ　それは鰐如見辛に筏に茨窪さ

れている遺棄で′　今更急にどうとし＼う選の事もなし、￥は習われ杏のですが．

ともかくそれじゃ撃肇をどこかへノ移おしと方が貰いとし＼う．綴な寓になりまし

てノ　又一方工芸草薮のある先ケ崎の昔も・最旺ゴミゴミして未た琶だから′　こ

∂蘭．誉れ且の倉恵であった号部統合とし＼う鰻に誇ってノ新しい場鮪（敏昭）

を求めようどすを首針が打ち出され三乗たのです，」

㌦そ　そのの蘇　予定兜の嬢轟、としては－り一一？

「工芸パ義経両学部に荘黎な土地￥なるYノ　どうしても十才呼碍下らなし＼の

で昔。それでノ　幸恵、ヒ項敦～鷹蜂と候賭場が土け町二線致されきしとか㍉

予審の喝魚もあって、＋牙坪もの土光星買上iでも夏日ま困経であるYの結論に

落しました談です。′それで′私藍の方向は啓部統合に最良を合わせる尊ヒな

－4欄

J・ミ≧・

よらと

「今事

夜対だ

めにほ

に請う

「土確

言　　フ’
しノ　ヽ－、　ヽ

帝・・一：、

∵・・阜

えなし、

して感

宇部の

「この

予も′

そんな

です．

て［っn

奴の屑

いった

「養蚕

コ：一一二

という

となり

ごヽ

jP．毒
J　　　　　　　＿．－

む　＝つ　く

工芸濁

、ソご・J



ゝ叫隅、一一■‾【‾‾‘　「

き要員

）て蒙た

夏のこ筒

をした、面

を棒金藤

吉に奇手落

してはし＼

．！．●　二

下⊇り

、明らや＼

敷設し

●・＼‾＼

才が、／

リまし

ら′　こ

‾（寮機）

なし＼の

「二7ド．

結論に

牽ヒな

リ慧して，それじゃあ、今の工芸琴海のある鬼ケ椅辟鑑に餓絶学部と顔転し

ょうYいう首句に及っこいつた決で、才一

岬どの肢の上篭が、吃驚で／と、の也の予賓が）Ⅸ冬なのですか？

「今節線学部の敷碓思えす坪忍んで寸がJそれよりも縮ノトしての銃各なら′

複対だとし＼うの硝払畳ま敏経等乳の者の愚晃なんですがノその二才坪を習うた

め臣は、増俸坪五万円として、十徳閏の地代が要る款なんです。争その蚤表

に紺する諒計が大蔵省で・就き軋てL＼るのそぼなし、かご慣ら．⊥

－それで店，その二万上平の土粗め予定死は誘ってし＼るので∵すれ

「土曜の買上げ1こ喝して，予定粗が外部に濁れそ】まうと．その攫武が鷹貰

しこ∴　予単面に音しい俸害髪寮す悉yLがありますし，ス大敵葛より∂予賓が

尊表より｝　下回る事は恵み予礪され書写のでノそれが余り竜しい撮合はノ　こ

の計画はご破算とし＼ろ挙に疏リますのそ．もう少レ昇漆托する迄は何とも害

えないのろす。ただ鬼ケ埠の吐くの環境蚤の着金の一敷柁零も有力な條渾姥と

して．鹸封された尊は頚衰そす。J

w召、はもレ　鍍金が釆足し，スム㌦スに事憩が進んだ虜金．／令の常緑

い：一、・三、・、・∴、‥　一　、・．′1、、1‘．＼′、

「この磯絶賛郭の敬地がうまし＼異各に禿軋るなら，土光買とげの暦の予認面

予も′　少し滝スムースに行くのそはないかと整いますがノ今のところ未だ、

そんな免通しは全くありませんし、又それは晩冬が患金に課をしてからの義

です．　かし′　その売上金£新毅鼠池に於、ける夜食　案療蜜の寒紫野尊にあ

、・′　㌔∴一　、、、■：．．．・・、上

叫患者客は、軌各に関して，替軍内の一審分だけが工豪学部の音に吸

涙の．様な形そ各棟ごれ奄とか．或し、は賛蚤泉は常夫か嚢各軍へ金すると巧＼と

しヽつた唾を裾L、た肇がありますが一一一一？

r番蚕泉が貴大の零へ宿－くとし＼う射よ全く知り言甘ん．それから　写部内の

一部だけが各屏するとし＼う嚢はありました♂例えば′敵襲部だけが各棟する

とし＼う繁です。しかしこれはきっぱりと貌線誓朝顔から瓦対しまして．板東

となりましたクビから終息す為ならノ　全学部言とまって究各する鷺です。

七もノ　教養部に煎ては繊維・工芸といった希k華リはずしてしまうという繁

くうー　哉し＼は軽部の鑑別という．砕立党昼に取りはずして，単組大曽セいう形に

もっていこうごする窯はあります．（奮，日下のところ我工芸観実線天啓はノ

工去老赦免の二号郭から敢為ユニノ㌧－ノティぞあ毎，東夕t、工嚢大琴としてカし

、ソつの粛く撃っていゐ人かわ等とし＼う詰なので．金のために‥叫）」

仙又、それで法線各きれた政府啓兼各はどうなるのでしようか7

■5－



「確定の寮廓工芸級鴫大学刀＼め．〝克郎工東天写りと再スッキリどした形に変

えるという声も屑彗あるし，私包窮もそれに琶賎したし、ですク　し巧＼し濠蚤舟

は萌して．工儀とは吉え孟せんからノ　鰭黍今の暮夏の各糸で行くんではない

かと落し＼言すク　それから，ク喝等徳化年足と言う名糸ぞすがノ　これも音大のり高分

子」琴科にならって．藩命手技早瀬－．或いは急募子料牽希更には高谷手工管

窺・葦の名水が肴えられましたが．今のところ裳痕化して蔓りまでん。盛観風化

学風として，常澄に於ても．その右覇も嵐汎Zおりますから．その吉富の首

が哀し＼かもし汎ませんが、晦。⊥

仙－で魚統合に筒　て　友対貴賓髪希って怠られる方も先史づ㌻ノの車にお

られるのそしようカ＼？更，統合の可能蛙についてズ、ノヾリー嘗？

「人体に朴てノ天号数の先生方が面孝部に於て督戦されてい言すフ大も〃少数

百官ありますがノ工哀学部¢中には力感鑑草部の義に来てもらっては怒るツと言

・・∴＼　－、　　　　ミニー・●　＿一　一．・・∴●・一　・∴、・・・●、一・・　一“　－：

おわれる先史もああ事虻ありますクでノ　まあ終着今のところノ　統合棄兜の可

・　　　・　・・－．＼・・二　・1　　■、・．・、・　、　　　　、

藍のル1亀でノ整髪嵐のて感え続け台石譜ストーフ、、の上のヤガンのふとが．

羞タカダヒ鳴　虫した。醇計を夏名とノ　ス蒔け分を詣しこいる。いけないノ

‡こ恩の蘇頃日‡。党をにご温容をおかけしてはいけないヽ三悪し、′垣間をシボ＼ソ

テ寮後に乗算鉄泉森脇演の学についこ‡こ伺、＼してみたタ

一、、一　■．　一・．、　J　＿　　　こ　　　　、＼こ．■　　、　・－．．　　　　一・・●

拘るとし＼う事なのそⅥノ黄軍刀＼あの葺を告粍ついてノ素意￥伺し、たいのですが

「奉告迄は　私達の感絶化学恵三可蕎産額親子あったんさすが、／束年度から

は一　一実費毎増して，五葉冬になる予定です∂それ広庭案ノ＼蔑直別そあった・

春巻嵐が賽蚤席からは｝　六貰夜に淑少して．少くなったうらの㌦議豪が私達

の繊線化琴線に豊富つされるのそす。新萬壷は1〃有奴金成化琴家産態のですが

′　芸だその寒産の款礪スタ、リブ綴決っておりません。それから芸蠍研究をの

・．・二・　一二　、．－　．■一・＼＼＼（一　、・・、・、　　　一二・．、　　二　一、　　　・．、　・　●、－

の八ならば、とし、う人を／扱壌するな県　貰くなりしようと潜っております。⊥

石碑ス1、－デの上のやカンは噂や．大望な巻をたてて達＼た髪鳴らしていた

クー降覇余にわrころ1ンダビェ→望終えてノ　研究室髪虫為と、冷んや1二とし

た水気が，上気した弘逢◎ホホな狭くつつんでくれる与鮭合に対して∫　少な

からず、′不賓立花いこし＼手ヱ弘達は，このノドンクしごユーによってノ　環しこノ　あ

ー6－
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壇繊維化学粛－の為が覿合によって渇失する事はなし、と正三を宅トんじ、ながら．白

壁に頑苦れ托廊下を歩し＼こ行くビJ　心なしか鄭音も嵐棟なメロデぅ一髪蚤で

ているかの兼であったク　　　　　岬叫車縛宵噂紀州

「
」

学部統合につし＼て啓じt緒
相宅省吾

Cたか・化の締寛子ユリ〕風を間憩となっている学部統合についど針藩常望書く

主　項鳥の夜海鮮あプヒ鮮　貰肌については衛に萄喪北琴覇一にとケては頚髄

－ろ余姥のない鉾モある。只だ種族統合永末なかったぢ＼ノ　また郡伺なる啓竃が

統合をヨまたがてし＼r二刀、を冷静に冷計する成藩があるレつで、はないガ＼′　しか＼し

こ乱も冷静に各許して行けば巻く了解虫薫るところそあ県　東分署鶉すらプ払

村人にどっては丁っど1ス覇に虫ているところをありき　何もを再打そ種¢しく象

り勝はなくてはならないことそぼなく′　むしろ密ノ各もqくては立ち行かない

と去う孝態に立ち至jjっていると思う。

さは何を議論し，覇髪番う甘さか。それは竜蔽経学部が′　額経化学泉が今迄ノ

何をレて来たサ＼　ヌ現在河をもてし＼るか、ス輝素材望むすべ雲かと云ろこと

宣払斉′　草生、忠輩一　更に一級の八葦と某に繁り者え葛藤紳な東をプ丁ら虫き

ぬ＝よ、なりなし、。

先ず等穀確号帝の是認と発て叙為と施笥ノ　草薮の響カにかゝ解らずその寮唇

β上りこすが鳥戒に逢マYしてし＼るニ￥は万八め鴇あ義仲である．（賽ぶ寸先史の幕

僚LL＼仕事はあるが之は高等義勝のまた獲竜泉・の系列に塗、くし実数縫＿どの間藤

はむしろ令後の梵黍にカ＼ゝ毎と漂う）′各人は富磨れた女範えいだきノ　八一度

努力しながら夜寒の上らない老衰うことははっきり云ってテ｝マの造成を慕

ったと云ろより吐きが＼ない。現欝があって庄因るのどがテーマの本衝に哉い

とか葡し、とか言うので・はなく，それが我カギ大軍のような工藤索俄の警部にあ

っZは大力く、すく、官の人の考首に支ったノ　また将奉賛括わく戒に三つかの可能庭

と茅込めてし＼息かちかと云うことゝしかも確型そなく実力テ可能であるかどうか

と云うこと、ごある。

冬は現状はどうやあろうか∴錬鰭化学強力で覧机て　よ∂隼ノ　ヨ載額尊部となっ

てノ∫草この冒乾しし、蚤廣中の鱗錐の′　あるし、は高谷手の草間更にこの象菜

にあって簸数の嘉が織確度学部の′　ヨ醜線化尊卑・の途曜する囁があっと害やある

ゥし＼たすらに教育に毛髪かU Zトコロテン式に蛍を宝押出ちことやみk嘗と

し　研究費の不足宣口束にしこその軍産　⑦泰勉左むごぼっぞいたと云われ

ても痺終り余弛緩ないのではなかちうカ、ア　しっ、も家直立膏歳をカ、ゝがてい

－7－



ない穴琴におし、Zノ　掻く声工芸学部におし、てすら職級′憲分与の匪肇を行し、

鴬貰髪あげそし＼る折を見ればェ亀の留吉枇判もあ崖が巧的泣外れた且のそぼ

ないと考える次官である■　漉¢為攻撃篭に何故鰭いったのであろうか㌧　搭乗

この誤りを居て乏ないよう自戒しなくてはならなし＼．

今太は欧州安同市場砂絵窺月＼らノ　金社の各鉾，吸収ノ　更に天草職の協同研

究が行われようとしてし、お．そして世の中は轟々叔施紆とな県　や村に気全

社等足はあっ乙も東方のなし、ものは預り発き汎為急患な，はげ、しい及軒尊命

の私利焚き荒れておリノ　を存豪華は祝に了ざましいもかがあるク　この鼠は教

育の空風、草間のど詔に吹き込んで乗るこYは瀞むと備ま三、るとにかゝわら

でこけ藤ないものである．し＼たでら皇二象牙の港石亀の小弟二間ち、、こもって蔑

し互恵されるのを勇音▼たす’t二大締まづ出て′　こめ鼠に真正面に立ち伺う覚臆があ

・．、．　い、：、一　一、J　‘・、∵l■∴、i・べ

牽ぬて永うノ翁絶ノ餓絶一一一－　と云うつ＼くれみ¢にくるまって各色習い容の

往事？なし，しかも見る可至麗質の岩窟⊥らない戴やは潔く友慮すると東に

異体的な家をJTら虫し，いたでらに政論的な刀りナ封で、もって相手の登頂牒プ

レW軍になることをやれ　誠藩をもって気息について考えるすさであろう♪

（鱗に煮え切らない文蚤になったが癖各紙昔ころ）。
三二醐

学部統合に関して
三回生敦田珪宏

蜃烏合セしてノ　令園の学部統合に溶する基本的態度宣開きらかにすもと賓

に，名草までこの同語に対して，王座的に取り巻旦まれ，号都筑金村賢容買会

と養カにするよう努力これゐ事態望んでいる∂

ます＼ノノア‖夕日の常陸蚤常会と琶合との会見の印象髪述べたし、ど習う。鮭

漁を変に奮うならば′　今回の計亀は「上刀、らめ改憲ユであるという事をある。

兼や葛娃蚤常食は，現夜間急になっている筑各計画餌′　いっき　どのような組

靡悟．どのよちな獲窃ご量って金歯2れたのかを常田したの否あるが′　管長

の説辟‖よ「京都布令和布語義で′　繊維学帝の壌内を十主宰に境港が驚けられ

る事が十草笛から決定していた．菅森としては，現在の繊線菅部鉾を兜に琶

守す乱肴薇的媛匂二郎ぼノ亀唇′直奏尊の毎鮮秦ヰヵ減産の軒夜池玖夕卜
では藤ら．れない客叫忍者たなし、，だ刀、らノ　老齢鱒琴事態ノ移転さすとしγこらノ

現在♂工賃替却舟渡又は患く訓の土攫髪求め転ば、ならないのだが．工芸学部

－8－
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粁乳に∴計大計瓢檻関から移転した笈更を」等っこおり、コンクリートの永久

蓬菜も立っているきだの＼ら．工芸菅部村数に霧恵三セゐ孝が嘗乏しい今だ、」

とし＼う‡最な主音そあり、嘉や⑦顛衛－してし、たような回答は冬く終られなかっ

たカであるク即ちノ　我々は今可の屑敏は，両学部が簡章魚している溺により選

ってし＼ゐ簿奮一例えば破線化学科￥亀鶉1貫首庭Lで同意の研究を行ってい

るにも拘らずJ教凝・菅生の支泉が萄経ちあり，研究上設備も膏渡して男賢人

し射ブればならないとか′　琴堕の両替舞その蚤漁が譲のら肌そし、るにも腐ら

ず・ノ　賓壌土不可能に紅いとカ＼，サークル議勘を合間でやる上に発馬ミニ困薙で

ある等－の肘を鳴く丁こののもの管あるのだろうと考えノ　そのように窮衛して

も＼た．しかるに琴長は　敦撮■　管を河にそのよちな噂．恵がある奉互譲めなが

らもノ　都鳥計画本業兼になったの亘と艶礪し丁二のそある〃棄マ鰊竜泉琴部の教

二受・号室に姫常は影響をもつ計画潮蛍に都市計画官軍歳としてノ　過切られて

レよいのだろらかき嚢々のこのj∴うな不義札　以下の回客によリー膚強まっ

ため“そ、あるク　即ち「今回の計亀については、臆暗施設寒礪拳常会ぐ韓公式の

盤繊）で－充の解法決定し，それを簡単帝の桑島城南替わる評発会に］亀虫し．

更にノ　面軍都敏夜会で・釆足した⊥まか車でああ．我々は∴二にもノ　不各窪を

藩じ毎のである。即ち、戴やの監蹄のように′　鮫合計轟がノ　蚤に研忘エ・教

雪上・そり佗¢法敵にとり｝はて穐であるというならばノ　当麻，商学恕敬叔金等

づ直積一所登か教習に膚わってし＼る威詞が最初に梵譲するべきでながらうか？

こも滞らず東渾祭はその箆に寮後に雨学部数浸食に計画象が凝虫三mたのであ

」、叔マ乾生に店，末ぢにその全貌と茂そうともしないのであるタ

諒亙真は，穏崖大蔵毎で芋箪歌定をまっぼ刀、り¢段囁きぞ温んそし、竃勿で

ある，そして｝　官方の通頑として，その計轟寮には各号嵐・各鶉夜の親疎ノ

研究内海∴施設敦愚に喝する窺贋・内容が食まれており，我々にとって官尊

と憲味をもつ琴を患儀，官尊健・強奪館■クラブ志勧砲課も含まれているの

ごある。にも原物Tをのき十高萩息には′歳々号室の蔑紬ま尽く加えられて・お

りずノ　未だにそや計遍内容さえも′　明らかにしまうとしていなし＼のそあわ。

この上うな戚電主義的・琶療主義的毎度はゝ飛々常圧黍頃食が会見嘗義に姐

ヾ㌢大牢選者に関する数凝∵菟葵■菅を三者サ体温に村てる「そのような簡

鋸法号感の尊である．しかし，喝その間簡・琶蚤は問題につし、て一つ一つ学

生諸悪に膏額を打診していては句題の解礫は詑尊に韓簸卑約であるエビの亀

寮1二よってもノ露骨ヒ覚われそし＼鞄．衆やぼ，凌募な固慧■蔵本的な同産だ

だ＼りこ老、三毛一体となって野乗に当るべきそあると身えごい為。しかもにノ

上記珍回答憂二項新は認めるY言いながら′　実懐上はその牽則包慧混してしま

－9－



ってし＼るので、ある，－凍寒魯内容を伴わない絶食がノ　どのような麻植を簿つ

と言うのどううか．それはま三にノ　無に翠しいのである。

きて異体約言十画につし＼ての呵贋息は「統合後の規ノ項は文部省鳴蓬に従う」

との雇各に集約されているク即ち，魂猛の絶希界の黎韓叫賞最短登場に痺

う転丙市塙凍び軍内の生を漆桝功東嶺－による凍菅及覇濁興政策と履工魚

天啓の慈恵は今後の戴司の粛澄め進歩の上にど¢ような彼割を零してし＼るの

モあろうか＼〃「威はばノ　日立の研究攻撃は子0億円であり…一一一一一一…東レも

i7藤間の研究及賓包璃‾なってし、ゐ￥言われゐク　これに対し文部名が金蘭大

学に支虫する東学研究費は合計でウ占∂蚤喪え9億占十才間にすぎなし＼ユ〔三一

新嘗「大草」より）のぞあお。木谷寛一鮭の及習する萌冤苛め半分産喪力額一

発欝を，全国の大字そ・み到しているのである，このような僅かの研究驚き与

えZの泉孝及射撮靡敏繁はどのような銘第を抒末感官奉の嘉一学の漫歩に射し

乙上げ、縛るのであろうか。巌学攻蘇髪渡歩させる轟に液温な，食うす不可欠の

審礎＿部門の節偲k行なわ射すればならないはす、の大草は′　各や大金鴬の及街

着凛窺所1二競り下ってしまった今扇孝凍蘇原凛とは束はノ料阜兼好者秦端や

あり、裏革肴香取ではない。このよう塩蔵荒せ腹のてし＼む文部竜の示す現象

とはどのようなものそあわ　か　　それlまもう，戴その亀岡官は来駕射罷り

誼もった強めであ奄事は明らかではなし＼だろうか省だカニ　栽マの大学をそ

の象定＿）二はのこもうとしてし＼ものである。

鉾で・′　覿各が今後な～∫年そ監威するとして、之の囁発や額経学部に登′決

着は、部珂な奄状態に置かれるのぞあろうか，ここで粥らかな車勘　寛厳彼

迄、我々の訝罷・教育・零を施設上の花木簡改憲はほとんど婆み牒凋い幸で

ある壬即ち鮫各線瀬範させる等の不可籠な養慮－商えば、ノ及舎・痔膏籍・

学生各嶺等の遺物〝は轟課されない可能庭が薙膏に大きし＼のそあるっ混在

の歩に＝君がタがタと響き数窒円で∂講義が帝至Y軋なし＼木造及含ノサークル

藩観官す巻にも閻置きにしかならないクラブボ＼ソブス尊皇舞lこ遭てる汁亀は

率等額の蔑見の礪和こ南しこは後とんでないのである事裁マは以上刹拳した

ような斉、条理夏祭恕する尊は永末なし、ゥ我々は，卑生の葛藤の玖利として醸

合lこち賢して尭々菅生の憲百官硬磁的iニ夜硬させなければならない■

裁宅は．大学唾誉K関する三竜一体の魔霞を庵裟し，敷皮牒免官牙七賽や

統合針鼠史裁マの手に取り及さなければならない。
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二と洛つ　　　き喜喜こ象重義養登登尊貴叢書選尊書董尊登竜登竜毒登竜‾表裏幾繍賢

従う」　　学部統合の問題州萎更科射て－
鳩に培

‾理工東
52匡塵　塚雷威一郎

し＼る巧　　　叫学部褒ゝ各！二岡しこその凌、観を絹らかに　てほしい。岬

常レも　　　　学長「漫行中だが文部慶では本字の雷同を了解し、ノ之官大京嶺で飾衝す

全国太　　　　るが一一一W。大蔵省からの予算は寅年之射こなるだろう勺

〔三一　　　これは息が鳩めて学部綻各句題の天窓を知った、塚固執同君ノえ号の車乗であ

蜜月卑　　る，もし酪春寒が絶辟iニタコ足簿軋　文数施設の奄席、蒐薫施設の逢てカ＼え

賓髪与　　を雪嶺すものならば二親が惚立札琴ポロ琴嵐の汚各なげ碓ぼし稲禾発嵐して

に対し　　いくに又￥ない成金そあるり　し乃＼しこめ統合東が右営力電向ノ即ち全学の盛

可天の　　　竜の終晶ではなく，或る塵の視力の嘗む轟な京都工嘗太号に柔軟これゐよう

の及紺　　な高覆車逢着就最のノ法炎絢畢犬をある及好へ戊節へとなびくむのであるという

餐端や　　鷹番kもつものならぼそれは工織から㌔土合′蛭望もった瞥街のヰ心という室紆ア

すう免亀　　　カデミでムめ複層を塗し＼はし弓以外のなにものそもない。払底工鴬壕観．太等

な筒　　　　ににごし＼産金の晋求という囁れ腎髪頼った天草に対す名取力珍蔵橡的介入に

琴をそ　　　っいて′　教えてその青磁立間らかにしようと薯ま尊めなし＼。空の恵喝は食！‖二

も牢零にな、jすぎている刀＼わであるゥもし成金窯がそのような叔力の介入の

ヒ琶ノミで

東森鎖

し＼奉や

：・モー1・

7　混在

－プル

汁晶は

拳した

Jて醸

某一二

壷昭であれば或る人か言を借りれば頂立天啓1線から固立工畢ノ＼¢挽複葉ヒ

なる。そし乙菅生は入埠簿から望め進路を款長＿され　之の作られと鰭筈⊥短

詩轟きか絶ち覇ちか知らないが温んでし＼〈。善め銀箔広現してふくずれに為

ったリ台恵め為lこ凍れるのぞはない。たとえあっ手ことしても現わの売車が温

遜丁るときにはちゃんと穫潤しているの否めるク　しかしγ更．望貴誌違約に耽

るならば線漆は有限であり汽垂は鑑ず摩止せねばならない，汽蚕とは輝ら尊

堂と奏せる為に牽本家が摩った頑丈な資産必車で勿ゐ・縫宗からあるもうー

牙道館浴はなかなか澱ら墳奉象の寮求を消化しき乱す．昨草綴りはその友尭

痛湖、どうかしらない択その線路を索．づ凍えようセした宴でかリであったク　か

堅す引二親各に関して早急に全学節は協塞棒髪藷け衝金策宣民主棺な主項

で棄蔑すべきであろう。一級に天啓における教育￥覇▲宅は態の南面やあって

†つれ1つれ学史に七つ七は寵常の為功単位を取る為狭く小じんきりとまとまっ

てしまう虜ではなし＼。そして研究iこ蒸史′汀ち込む琴海によって教育ミれ‥全

人駒蚤轟き計るべきです。　したがつこアンダ、－ブラ完エイトで成合司碩－

という艶棒宣遭うベi代々の養蚕啓洩七於ても官本の洩尊堂鰭ん貰えて支っ

－＝卜



ヴ㌧巨ジョンとそれ望葉狩に移せる香春ど髪金終わロマン！こあ占＼れた号星にな

ること資尊東されている。法チ有食草．の嬢鱒を箸も養蚕、佗繊維を射雪喝で

きなし＼錆∂静軋　又農基法に大きくゆ烏賊海鮮費菜の空実な轟湊としての嶺

蚤の乾雇威し＼はボ、ンビ、ソクス・モリに生堀学的研究の倍数な感やすむk、

これら仝て琴恵星虫ヒ暗首に竜亨Yして空の弓仁一ダーシ＼ソプリ重岡わ7よ丁れば、

ならなし、向題であるQ現蹄の壌奄隻承射し彙　ヌ芝れを改革する為iこγ笑の奄

直哉は常永希有の秩守め肇充に液これ乙いては何も虫菜ない，ロマンと葉壇一

カこれは凄蚕学風烏しては不可矢のものそ功る。経ってこの度の後金繁に森

々髪その壌な琴堕に巌えあげ、てくれる壬鱒二立没書十するものであり添′アカデ与

太、ムに満ちた琴衛腐寵の壕、賽に号泣放電泉㌢ぐえ条に虎丘で首してし＼為よう

な工鰯日工簸台上㌻るものであることk婆みたい。以エば合く¢患芝で、あり寒め

られるままチェインに．投虜ユぜていたrごいたが何も尭ヤ賢覧呈こ至よ実鹿的に短

らきれていない鶴¢頃私不足その腔の為∵電晩匪＝ニ谷リきったことしか尊けな　を

乃＼っためは東急であ苛。

岬◇－フ8ロムナードー◇－

－∵一日　　　二．！二

79　占言草ももう覚り僅かである。′′蒐禽矢の斬しリ先哲の亀

吉が勇にし畝るぅ年末になると誰もがす奄属に）秦も又．今生

仁草の人垣行腎のわだちをたどリ1逼寒の帝かなる諌青色の喜

びと嚢しみにひたる．

牌最の中での受鹸街路．受験1悪才，谷塔一一一一。息層の走馬燈

はや餌てノ　上闇夜の堤ユニ咲き　れるゐ凍死Y累ケ務のエま号部皇

耽し衰す。痍き乱れる落花はやがて、五官南に色香失せ′　新覿

な蟹・の山野に芝の主媛甘譲サ渡す。額磯属、化学葉晦，敦酸尊

の幾ページかの彼にやがて入漁雲の宙うカ＼ら蒋■索がこぼれこ煮

て藩に温膚¢ストリームは裾前の石油ストーブや車に碩込まれ

て好く，一一…一一一一　装着になると磯喪となく礫返して煮た考凡

な酎象であるボ　私の貴も宅妄きなfe折れ　の｝つであるク

一一　∫こ㌧

⊂更：B

￥㌻
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∴　・　　　二：：∴′●・一∴・一㌦∴∴こ■、

■　●一、－　←　●、

しての嶺 ・寸．　予
已血t c4短度　松原　　繚

7よければ、

γ更の魯　　　生の薯ともなると毎年の普乗合の終止符セして，べW卜一束ンめ等九〟が項

ン￥寒行　　奏される¢間敬かと云う硬喝は色々あろうにち力ヾいない黙㌦今そ射つ／珍等

金策に裁　　車行事として受けとられてし＼る。しかしその夜宙をもう一度をえて奴ものも

－アカデ∫　　　面白いと歴うっ嵐かくこれ膏＼わ毒し＼てゆく支店車に読者はいくつかの哀驚き容

し＼為よう　　　じられるかも知れない。そして私はそれ巨郊痔－している。その涙亀の車から

あり求め　　　ノつの容斉をしてほしいゥ

應的に短　　　血∂ヾこの牙九シンフォニー立初めて壌いたのは小琴段の左草生の醇だった

か尊けな　　こ濁鮭であったように専ら■　ラブ丁のスバ、ソチをひ挽るYJ泉の短りなし＼音

茎が流れ嘉した。それがノ努九等あって壷峯　ノよ胃に素養されるものそあると

生
　
鮮
　
尊
　
東

云ろことは弘の全く知る錦ではなかった。拓‘諒私がモカ洛スイ＼／チき甥らサ

室二審き乾け「二のかわか、らない，書直の咤金台命の全く知らない覇で温い濁な

らば．景魂まで紫展して凛くめは手床たは無理やある。とにかく姦しはあの

貴い喝の留鵬歓喜の盈車力＼ら二穐き虫した。私は正樹二点してし＼畑こち肘いないJ

み・三河を考えてし＼たのだろうから露髪藤じていたのだろうか。

息し鳥海の福島な′′歓びの歌クのメロデ1Wは知ってし＼たやし勇、しそ組ノ且

毒とすぼ＼らしい形そ現われたのだうう。略し、音で妃の藩から湧いて奉るよう

こあのメロヂ　岬が1震わす　たときにム求受けと印象は巻く　打L L＼膠であった。

〟ぞくぞくっシゼしたの魯ある一　塗れは多分ゑ水本空目二審敦した乃＼一律、￥患

うう　その鯨には密漁百分が藩磯にしこいるということなど頭には葦はてよかった。

畠．孟夏全に音喪に蒸けkんで、しまってし＼た。木琴をカギ寒い寂の何ぞ／人ぞ癒

し＼ていを頓狂層、像して圧しし、ク　合力＼ちらよろで／ノ生前功　ノえ司やあったゥ

それ以裏J弘は毎年ラブ㌃そノ　青森金そこの硯㌢囁いている。

ニカ汲ご菜毎日二番いた珂態につし＼て養えこ叙よう0　最初にことわっセよう

ここれは息の巌、鼠であるJ弘が今までに稗上知親と音条における騒毅を基に

Jて書こうYしてし＼豪のであるからj　未恵な主になる巧は，許していただき

て－．、・．

べ－トーウ主ンのブ鼓は普笹の　′坂であったことはざれでも知ってし＼為と思

う。しかし級1孟その菩提髪免じて辛轟であったと云うこせ法帝や湿解しにく

いe亀属人の車にはその甥は金言れていなし＼からだ。硬菅の書耗∴　外的凋若

13－



藷が薙常に大きい場合き人はそ針確言そ不幸になってしまう。しかしベー1、

】ヲ⊥ンは我々餅とうてい耐えることができないような外棺抜篭髄l二打ち勝っ

適を鶉一つていたクそして，ベートーウニンは旬合力里堅犬な魂を終ってし＼奄こと

を知ってし＼た。堰は〝音丸々セ毎食の鳥山箪喝したのではなし＼。棟には芝の

ような勅勘必要ではなかった。娘は舵¢易し＼八強の為に隼歯もためである〃

￥もすればダト的な不幸の為に生きる歓びき失いやすい我々全ての為に作間し

たのであるク払渡はこの萌え聴くこと1ニよってノヾ－トウニンの心のヰにあっ

た兼本的杖脾を潜むとることができる，それは生への級びに姥ならない。払

亀の生動ま冬なものではない．歓び変容ち艶けることがむつかしい璃金が多

くめるクベートーウ主ンは歓喜官吏智東で人硬に蕃そうと畏い聞方えてし＼た￥

云らことをある。　そしてベートーヴェン）よこの蘭を署いた古風積にロマン，

ローラン¢瓦ろ「碑巧冬空蓬の悪戯¢終終⊥k払えた吟でめるク　4酎ま毎分の

魂！二号に捲っていたもの怒我々に泰して死んで＼妻テった。膏繋ぎ輯・ささ、なし＼八

そも額の空き方を短参事は紘噂に意義のあることをある。

風連が隼珍客に二の晋几史聴くのは生きる歓び皇毎食の魂に与える為さあ

る，明日への希婆と云う廣な物ではない♂　そ〃曝和こ生でてし＼るこYの歓び

致藤じゐ為なのである，そこから書拙い希望が色感lこ生れて泰る．車輌な嘗

麹にたら句う電気於蒔く。もし音敏之悼まな（＼人が読者¢車に居られとら私

はその人にはベWトーウ工ンのラ丸文聴くことなお号すめする。とれ以外の

音廉は魔か＼なくても艮い。これは鉄線Yカ＼教嶺￥か云うニものではない。

弘はこの′′㌢九′Jを細めて二醸いに蕗の藤動力＼ら今亀一歩も常返してい机＼ク

細めて壊し＼た路にすでに紫電の藩勧七括って嶺し＼Zいた。今薇もこれlよ変ら

ないだろう♪　種攻ならばこの増は大蔵針轟か現奥に言で入り込みその蔵本的

なものをゆきが為れらである，

1
、
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しべ“1、

才丁ち勝っ

し＼奄こせ

1こはさの

そあるク

に棺閻し

ヰにあっ

7まい。払

璃金が多

イ亨箪膏蕗の東町〆Tgニノ＼

鬼脅 轟仁綿
棒単音発注軒五六二

二：∴：・ 二　二二‾　　二

そし＼た￥

にtプマン．　　実感きんノ　お元気ですか？

な毎分の　　事晃の紅紫もノ終れ落ちて、京都に二b本番紅な各線琴が凝ってきた頻弓、す．

章、ない＜　　そしてノ　今年もこれ刀で憲壕のお象りになってしまし、ましたク

軍いものです雪仁慈竃，お便りをこしあげる痛になって，閻彗胃の嘗各を逸

る為さあ　　え廉としてし＼わのやすもの頂∴

暑力軟げ　　でもノ　その軋　一遇の速虐うらも戴けなかったこと淳一すシヨ＼ソクそ、した㍉

外観な専　　　けれどノ　君のあカ不義の空域i二之之やかでもこの便りの東芝が有功な媒療カ

れとらぬ　　　となっZノミ　つかっているものと鹿じ今　も蜜豆観　ま　た．

れ玖外の　　争迄の五十漁金川の芋紙と同じくノ　恵来るだけ養翠な簡寅で正葦にしたた切

J。　　　　　云了故、沌度ぼくの軒儀や考え方に幻滅これ奄慮なことがあ砲でしょうが．

てし＼ないク　　それに実射之んが私の姿智恵奉る丈正しく知って．その上で勉め≠頼壕いで

ご　－を・．・　　∴　＿＼．・i

カノ篠本的　　責廟・さんは．蓋で．車草薮　　　　でも．ぼくが葡女官見初めた成りまぼ、く状

や啓二聾、考はランドセル額で鼻）kをたらし一　婦きんのお尻官金東のウンコ

さなが、bJ　まっわリついていたんで了もの．

その実樹きんには蜃日の嘉を錆もあって立漱なお療きん

萌してぼくが焙債の車込みをしたって早くあーj烹せん．ぼくは言う虐じ言右

すくは二蚤も液人しましたし，人闇は長く虫茸ていZ奥さんを火車にするこ

と受け思し、です。

黄身コんの年頃では取角＼、面喰いクが奪いものですが．あ甘いまいけません．

書写は吉膚な塀が多いです。登れ骨ら努キノ　あれもペケマセン，エゴが多い

モーす。金港、カ怒らt麿のあるニヒル，谷部取乱上　工　のcc番目書、くで′

寒い姉．享を打ってしまうのが一番貰喝で守一

蓋が大谷．硬直にそれました。し、ヤ摩周Jの～行成乾ヾヵ、ら初めましょうか。
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「今弓の希求誌上

Å十一円一雪から二二日親で／監港のアルバ　仁　侠葡牒健なく　して慈法ノ

／召フ∂β　河′二食付き、烙竃哀

△よ3日と1驚ノ　ご存知の夜遺し＼¢革とノ＼顧大項へデバ　巨

象車ノ車牽史観の不琶数名夢二覆りるク

あのう、こらし＼う蘇／ぼ’くぼユ　あまりし＼いノ絵塔せずに迩ずることにしてま

す。　膏蛍店並の人混乱巨象患兜としては不可

公案罷肝が少いそす掩．これは廿庭Yしての－妹の禽亀ですぅ

△ま∫冒　常置ノ萄天にヱ應奄賽ヰ正

司官／え碍頃からd感嘆までコンパ㌦会＼繁る∂ク軍，促し塩素葱とぼくは

一・　　　　・・　・　　　・．・●　　　●・・一　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一、′・・、

・・・　、　　　　・、・　・、、　．　　∴　　　．、一　　二・

Å／え薫ノ日　や奇拓の人′ノー味と二八や配る．

ぼくのディ　卜占）兼亨はほとんど輝子す。工敬にだって車の与は焦るんだが

なあ、鵬多少虫寮の寺‾は藩いけど脚

二二で語頗後ろ参考には、くの頑率につし＼て蓋しておきますっ

蔵敷な雇です。天漆確度が穐薪で手．占本ノ　ビールで羊ダ＼－スぐらい′

でもこの軍に書　落粂嫁が蔓ってすぐアブましたク

村費訂三条、、太平楽～の樫軒の車です。請二、した鮒は烏合や虜険し蓋しと㍉

環境がてら′　皮凄セサシそ温．三でこと58合ク　節目二木洩痩姉が珍しかったから

じゃないんで、す。嬢ノ　すこし恕まもた。単著ぐらし、そ床かったけれど，

アゲ、「二嬢の轡威容で、小イ気蒔一　便貴惹　ききざってし＼て冒約を盤行した啓のあ

の藤－多少∴阻似通った簡易ります。

厚恩の酎）にぐるりと、どぐち望まし＼てヒジまくら′　大庭葛藤が・おっ芝で、す

蘭。親爺はお金を二つ才をって1薫りだがります瓜、ノ　悟＼、＜はそんこせありまとん，

多少常掛より多者▲になる農産で、す。

それから、コンノヾ¢藩′　添ム雷（ヱス牙の／寓生）が環っTニ温泉があるんそ

す。一寸，軍功人そファスナーを欝め忘れた鉾が写ってし＼為んです舟やねえノ

その写真を≡二八の努め号′　一人のこらす習ってるんですけど，親にみせるつ

もづそしようかつ々哲人のニ∵之ですけど他葡巳です．

・一咤－
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今戸の、、ぼくの理想像“ぼ「慮」ぅ

して萬送．

どに　してま

考とぼ、く忌

巧＼える乎

蔓るんだが、

い′

ま　した㍉

＼つた勇＼ら

＿〉∴

rた帝りあ

つきで、す

り　まう工ん。

あるんで

於ねえ．

みせるつ

鹿星言動庇に赦し，生命を削りないを法きている，

塵信大と逢って衰整層な‾勤糎だ。

＼　乙　王’・　∵：・・∴J　さ．・・一・・｛　一言　′・J　′．＼・・∴

君主の前を巌り討き島せずノ　そしらぬ顔で通り戒ける，

畢主にト軍費がってもらおうむなどという索希は王らきぬないらしい。

鑑し－　ぼ＼＼くぼどうだろうかク

哀しがリやで乱澄男ぐ輝ろL L＼ぼくは，ぼくは杷人Y毎食を酵びつけ、

二とあるごとには館ヱな敵おうどする〃

ニ堅宅の我人が深定した落札をうだった。冒鱒でたプ七三人ノ　臥漁の貴が

居ただけ否応の肴のになった，

遭えす一人きりではおれずノ　姥と圏磯しないそぼおられなし＼。

帯毒は親展な衷ぺ閣僚に磁まま軋，心を苦しめl　混きれるこど智東二合に

予刺しながら′　螢常や′友腰に埠を乏す〃

親展に徹し′　非人椿の世常と縁やとかソポする感慨嶺L L、♂

そうした頻の人生観が入園¢辻息にそのまま還岡するYは番えなし＼けれど

表面はどうであろうとフ　姥人に曹司しなし＼八固さありたい．

哀堅忍封舷人との療愛が脅し、委人のぼ’くは，かえって他人セの喝像に、人

一亮一適されてし＼為ので、広なし＼だろうか，

首くぼ膵が美しい．

今胃や＼、澤富～「清濃のバ、ソカ￥口上

蓬埋ノト敦界は鹿本清菜によってノ　その戦礎の賓金韓代が窯かれたク

額旗，轟樺～鑑乳　エンコン′條舅尊，およそ友辻息衝恵ものが簡裁l二なっ

て奉る花軍営、その塞亀に厳し竃がら′　j嘗榎木敦がこうも孝くの人々に読ま

れたのは｝何攻だろう7才柵筆跡ま1そのヰヒ責的啓敏がある刀、らゼ〝

ヱ雲小鼓の大半がそうやある轟に，花賢者は侭昇の為1二東食派罪をむくろむ

褒貫首は考える。魯谷のプリバ、右咋り空をえ∴勃凝髪かくすとめ慮大女心中

にみせまうと）無の佗人まそ、殺すク雅人絵をえるっ　法感の溺官なくぐるため

賃等藩幾の露之を者えるク

そう　ノ　ここそある∴超愛車観の醍醐味は．死常者がおのが賓を専るため養え

ぎ二考えるフ　ここに人的エネ）レギ一髪虫し尽した美しこがあるので、はなかうう

か．立場を置きかえ　剤尊から考えてもそうだ。

密当に漂った孤軍音の計亀望，芳えに考えて賂く．ここに．その耐尊の八的

～け－



工ネルギ岬髪出し斉しと奏しさがあ為のそ持恵一し＼だフ）うオ㍉

凝頚木漁法絵像や音寮と轟け婆的客観だ。

そしてヌ，その車の晋瘍八軌芸薔々だ、温っての溜寒中漁の歳に責ケでミ∴こ

け乱に銅三人そもないJ　鋼智やホーム六、は奴てこなし＼。

だからこそ、読新宝その車に覆すこんを行き蕩し、ので、はな刃＼ろ∴う妻＼

璃茨の如蔀の作品に、＼かし芥アデ、スの覇旛ノノというのがあ奄ク

モの大藩はこうだ、大壷に常夜者が二人J重蔵が一双ノ　ニ八群つかまれご・

覇蔵は混んでしまう、二の蘇、膏令の痙命な守るため．腰の一1人髪戴すこと

が花寛だろうか．というのそ、ある。

讃譲の柁緩着はこの．痕に豪曙に立った者が盈めて多い，

親藩だってこんな立場に置かれれば、常を路弓かも一一一一一そんなケースが多い，

・・－　　t　．　二　　　　　　　　　・．　　　　　　　　　．・

と，ヨあ，一生落命はわたって，琉領の咋蒜はてんで教官や

ー止し＼くらそノ教義安原象に凍っていってもらうみ〉ビ定。

大衆ノ1＼敦象って堺は一寸亮軋覚にな毎と．すぐつけ上も、虫蒸らゃないね

全く。

＼　　　　　　　　　　　・

あくびの蘭′　射ただけ

今官の、肇モ　≠㊤愛車の車で鱒物建写るせ塵，あれがいい格好だと習って

＼るカか給え　立柁靂義邦喝し＼てあきれもよう

命議員亀車のベベア一　隻寮恕凝すわの竃つき，あげくの果

’　ヾ　　・三、．．、．．、●・∴一　・・、　　　　　　　　・一

う掩え、占いス上のバノヾ7、づジイは韻硲急で浩三瘡て

｛・　　・　　　　　・、　・　　　　　　　　　　二　　　　・・

霜し＼ているから奴。

今針か㍗針∴ ・こ　　　　て：・－．：、．、：一・：・∴、　　・　∴・　　　・、一　　　・

うのか入ってし＼るカ㍉侵し、入はへンな牌で集う冷．

最ん首し＼る入監面白くも、くすぐったくもなし＼締課多い

ふっ（笑）

実廓さん，今日はこの辺で失礼するよ。どうもヰ途窒端になったげれと∴

痕感にまかせて蟹髪敬っているとノ　こうなっ勿やった、軍律務兼金敷壷のお

それはないから毎心して下こい．斎戒に船尾先史の聴・勘二こんなラ子、レダー

＼、⊥†一・　　　一　一・　一、・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ●　－　．
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0繹滴の蘇閻東庄草かネ葦肇＼上土温巳は線就学の毅でノお悪けにこの

審盲目ま全く人気なくノ　彗トクなナノ星人を夢こしてノラ領はそが降代

の起毛端の魔床え弓削官服窺った。おまけにづまらなし＼教養案司，

済々の床護と．百官凍寒とっく県　言さに時間表は古寺の躍れ薄手

∫　　∴∴　　　　　　　　　・・∴

‘

－

！

・

－

…

　

、

0とはし＼つても．これらの醇覇をクラスまとまって何かドするとカ＼　や

りたい壇￥するセいう嵐にももっていけすノ　喪の肴は冬瓶の恕くひ

っこみ、替校の紅くのものはすぐに消え，通草短はソフトだー几ノや

ゴモクナラべきして虐ノ　ア＼タイクッと，ついに尭マ宅三号観菊昂の

諜諭宥ム∵－ドノ　慧気力啓か硬観的ムードの車に落ちこんた㌦

。これではし、けなし＼と，刀∵ノブ）レ注射の憲もか晦て．このかわいそう

なプラスの為にと，かラ元気をだ、し　台J、　り　り麦渉立姥環短大ノ

同車と翼めたか㌧　落部や党首の導電繁やその他轟々の夜毎（膚壕は

督虞で、」すヶ）で凛凍幼同語にには　かか　j＼1、ノレマデヨ。

0荒が凛藩な裁クラス）二ただノ蚤のガンブルは物礎化学寓験が喉舞よ

り堪り、用テーマわ・上　これ彗ヾノ感圃喜代そめで上　これにはきった

く藍ノミやわけもいかす＼と、うしてもノ患閲で、ぞl上ヒげ、ようと頭領ってし＼

る。碇に嘗亀池の葉酸などlま、淑電雷菟亀それぞれ／え鯨蔵前嬢もか

．：・　こ．臼　、・■・′　＝　　－．、・■　‥　　　∴・一・・、・●・、、　‾・！、・　　・

からの産ビ工にはおもし＼やられ包凍態をあるき

免官よき日の踏膏寮は各方面の習力にも搾らず，雨で中止という貴簡

の奇策になったが．仮装行列の草庵においては7回堅⑦猪署はよく

穐請うてくれ苦し七、膏金環助ヰ数人の濃餌の礼とし、う之回生かゞ＼

・・、．・．＼・ヽJ・■・′

一一号－



貰招蔵人に栄あ少し

4回生　金田　洋二

′′イ　ンテリゲ㌦ヂ㌢ヤ〃　二の甘美な響きを．韓一つ竜驚甘　…音節には痙＿れの的で、

あった力ぐ，今日のよろに優秀な学士席が「番に透れてし＼る環双では，ただの隼

士廃置夜では，この庫頂圧入れてもらえなし＼潜れがあるウ　ニの庫句であるこ

と髪示うに溝、天皇剖頼＼ら物俸汁寮に至るまでノ　曙降してL＼よう￥河であろ

うと，二の国の替制度ノ　習慣’客にケ与をつけてはシクリ顔とすむ衝き心婦も

ことがノ法要欠くべカ＼ちぎるニヒぞ診る。固席のことは．面歌のインテリ箆に

も言えることであって、ある奉によれば′　イギリスの／インテリ萱は包令達が

イギりス暫麿であることをか汀　回状の項葵中に不動の琴努を￥ゐことが．

葡董密通蜜虻こど上り　＝　語釈LL、こ￥だと撃っていも射ま牽菜そあおとしこい

るウ　ニのイギリスを数回のインチリ産定毎上の宮〃と崇め了牛耳リス館主’と呼

ばれゐことヒ必死力男力生してし＼ゐ功だがノ　この絶輝きはこ痺ビ司漆Yも言う

ヾ空である。そこへ、一夜，フタロヒュ㌦モ民力車庫が定為や，葡萄ろ貴こしイ

ンテリ的籍謎は、ただわ†ここの蔑態なとり上げ、′　報告なるもの史郎言沃して仰

天センセーショナル髪真空おこした∴　この事巧蜜惹詮ゞしては，孝吉葛，インチ

りの堺疎通′やはり文、遜列強的なものごあったことを零落もたにすぎな乃＼

づためであった♪／仁ギりス鱒士や正体がlこのようなものである革は′｝郭

の紳土方の薙尊な妄信にもかカ＼わらす’′　多くの人々に序，公感動諦軍にすぎ

なかったのであり，下虜であった戎日吉．づギリスの上境障肇級だったのではな

く，多く　の人々の下虜な盤古監板庭の翼覚めわれな為プロピュWも氏がかっ

か′ミぐったというだけの苦らない駕にう▼ぎなし、のである．この事韓日二よっ■こ－

世界の上薮博級の人々は，少しの入定が日金の命凍りになること包憂い二しみ

て感じ、たことだろう。このような汚らしい大人！＝比べれば苦いイ　ンテリ鼠は

どうであろうか。　鱗らは常に進歩詠だど偉じており、励め東歌製や／寮虹

では車暦数のCMを緒棉してはアメリカ力悪口を言っているレ　少し登った

文革立並む固引二払、両次のサルトルら定席挙し，「葉鼠とか保倉観と篭っ

ては楓に入っているク　しかし彼らもヌ・外電に頭が上らないことでは、怯灸

を碩弦に愚詠してし、奄ようでああが、一部i二は．習合たらを深く鼠恵そうと

して，琶令達の位置づ、けに施し、風力包払ってい　も連中もいるク　このように恵

一20－
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沃かわ何ぞも輸入するのにこのインテリブ’ンデやノ′という　はは、　こ／ア語であ

り，／9世紀ロもアの＼ソアの草寓畔東して丈睾ともって入象の為にiった短

鱒分子にちなんで、名和ナナられたの　ある　をれ故故．　ンチリの掟守は】本義

から言えば、一　丈止的璽二大教官持直すも人々を指すこと「ニたいも。■ところが＼今

ヨ大衆髪指峯してい竃液量で新囁八が決してインテリどは習えずノ　むしろ貴

かイ二ノチリ達は，曽命の砕カキにとじこもり短各署を温うとし＼つたを藷をく

半返しこし＼ゐ7　このような蕾インチLトビち＿言うヾ芝膏は兼雫に玄く垂範矧ゞ

続いており、一級約に）このような層は，サラリーマンぐ公務革かわ会東、還

誉そのいわゆる摩絵′空言者）そ品切られてし＼ゐ群7　車でも武義的短ミ衆人Yし

ての文化人Y呼ばれる凌車力撮な雪子観は▲　誠もこ検収な叡高である。

文化人にも色々初老）が∴　孝く榛、面笑にいご弊し　こやカラ群零し＼のぞあって

徹夜してでも「デイ　スカウにi言逢わぬぼならなし＼し，ビェフ工やシャガ㌧ル

と全く芸衛には取水なし＼のであり、ある金希は、官金ぞ美東編笠隼リ人々‡ニ

簸儀エせてい竜がノ　この人蓮は諒解には蘭心が凍っても′　転感の美に爪藩命リ

ー●－　こ・●　　　　　　こ　　　、・｛二・＼一・　　一　一　一．　●●・、　　　　・　　．、一・

自己貢態はこれらの人々の釆直の経喚そあ勘　司路に又，日本全体がそろし＼

う雰喋気の車にあるJ等軒は誓しくとも九回患鶉だけは十各であり、日本の

アウ！＼バ、≠ンどの工、ノブェん巷から，さらに掻′　東洋のナ大Oljやノ＼ワリ∃∴ご

あるし，高度成長経轟の花々しいP Rは一　驚外宮に裁画の吏力監韻鞠こせた

し食管星亨だって，右寒ガラをトランジスタ竜二覆える頒＿術まで諒虫するに至っ

たので、あり、少し前にはゝ　食リブこ余った金ゼイタリ平に犀楳すべく，養詔カ

・、・：・●・、．．．、一　・・、、・．・－、こ日、　㌧∵J、・・・、・：、一・・＼！・・．、：、　7、

淡孟子おまけにつけた。ここそ蜃雰な率は、これらや妾は，裁寓で寮も薙L

L＼それもせ浄的に有名な木琴を出た秀才箪声部ちノ　インテリ車のインテリ，

超え戒人達の公明正天なる結論そあったク　こうし、う事から．尭蘭のインテリ

は韓尊に烏鷺そあるから，下らなし、枕席はタ1＼宮の下僕蓬にやらせて，それ聖

闇土がてやるのが′　裁インテリの大郷たる嵐経を示す大切な農場一に壇いない

のである。三㌔っ】二，この恵登なる人々の手になる往事射　撃にソロベン勘定

で売ってやるにしても′　愚意か革蛍の償いとしたいというようなミリストの

獲藷を習わせる名書とともにノ　ー雇親猿・のポーズセYってみせる）法蚤がある

ようで、あるっ

文，立正人魚は、外国人の勧静官帝にさぐって£リ、平加療尺に迅ゑした

面妖のインテリ遼東ノ　戴∵∵zFわいトビかノ′SH音　更うu㌣‖∵′　に手き盤了と及

んでノ賓等べき戴インテリ藍はゝ　琶登美か亮せき，大塊七温さ輸入す毛といつ

∵2ト



ヒ麗末そあり．漱舞妓や丈寒も得る等る外人達に違し鼓した￥ころ、さ二に

藤一だしたのか知れなし＼が㌦、と巨∵かく，ほめたのそ′　大いに官権を強ち，保護＿

環房と簸々しく班か臆めるのである。仏像のノ修う里や蛮髄を煙れで措，戴こそ

は大知勢子￥軒をぼって思せるのぞが′一首で、は、すぐ女鹿を衷わしZ音字

か蔑止にカを入れノ少し前の鴎外や蕨石を口語試して淀むセいった大変な代

魔て卜あり、お経や堅驚喜でもロ莞敬して事法解釈したと庵じてし、る功である

これらの傾向を助長する人々の樽愚の表象は、合理線　虫挙動　￥いろ形

怠詞であり、二の及衛革新で勢力巨塔た刀をもって収刀乱麻な祈っがゼロく．

窺敷そあろうゼ温硬であろちと｝　ベッサノぐ、ソすどやつてしまうから轟末が認

し、。合逢勧＼東学約封を寛これと仏像峯は，蛍な奄慮像であり、素東芯であ

上　仏像をれ匂泰郎恵壊したものは，すそに免われZ L＼ものに気グ甥＼なし、よ

うをある∴古代の工人隻は，鯨看　単なる玄額濠　こな　下ってしまったこと

になるめである。このよらヒメ　文化入違のもつ廃線藩登は、合く不可解であ

l上　乗し菅及額におし、てもノ　瑚功原子力襲電な砲ものをノ　まれこそ喝物入りぐ

手に入れJただ今．凝恕層だ，いや止っていると、うるさい蟄この上もない

っ　この語鎧がっている親磯も何分ことはなし＼6E杜の商量なのであり、乗手

ガ訝罷鍾Ⅷ㍉パ、ソカードを習ったカ、あといって大騒ぎをLZL＼あような蟄髪

くり返してい奄のは笑止である。

一号，若いパンチ　連珠何をしているでちらか。これは．－救1二号塗蓬で、

贋宛うれZいもがノ　彼等は一　句分達亮達巷的と写ゐ為に一　腰の今く巨億や反

転だビ故．めっけるのにやつきとなっている。モ必単一も文章こし極めて薙醇、櫓

象／勘二嘗んそギ0、鶉マ大家をその密学咤鳶に濁れこせるべくノ　前審を主義

をJT立てておつれるよちである。茸に菟棄　た社食汝作る為には　天象の知

的水準髪引きエずること二芝ノ音八の一大礫命に凋落ない，ところが、婦尊

や覿′nr？沌知らず，大寒緩娘客を薙赦しノ　さらには、友亀では犬し＼に∠ゝクし

てしまう杜末だった。このような梗命啓と椅たなし＼葛は韓希仁多いが．頒客

の発えそし＼奄こ￥はノヰ頭数のブームとアルつ一山の車に八女容態乱し＼虫誓

うとする吋東の七闇の池魚である。こらに若し、、請ゆるティーンエージでな

いし，インテリの雛でも去らべき手鼻迄は、ノヾイズリンや」ピアノの感電だ

東食がないのであ拭　その近鮪に住むことは′　ごりもなおですノ　その発写る

奇珍な簸堰き穀の髄．登竜にならされゐことを竜波する。つまり▲　粍滅産金は′

いおかし、ないかわから簸一人の大昔を罷い虫さ　んと必死になってし＼奄のであ

り、空の大部分が患駄な疲労に終みそあろう二七は書う書きもない。こうし

て琶ぐく　ま吼て顔覆し†ニケ隼蓮は、て観に親のしつけよろしくノ　包己を主最7

－22≠
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姦為には手段k亀ばすなんて茶番を璃じて愚は下りるのである．（これは．－

っには∴牧師塾の方三宅沙熟の影響力＼もしれなし＼ク　彼賽は．この車＝ニインテリ

特級から腹鼓これ塾という逸令になった）。このように，吾か草の本義化ぷ通

草紬頃句を蒸しメ　敢現のみならす、各回の1ンチリは▲　やつきどなって一　その

葡圏の論等をし｝　盈療宣とく力ぐ′蓬噴飯有や京敦が役に立たないことは，戚

客数森畑ゴ、十台そあるク　しかも、亀谷の家定から何覇明、の寄書と茄す奄もの

を引っぼり虫してJ　悪者温故遭覿な艶くに至っては河なかや楓わんである。

瀬変らす、’感乳てみれば束子なリ　イの貰えなし、尊命はくり返しつつも，笥合

藩に確固†こ奄嬉食一　割酪刀を欠いていたニどに気で刀、なし＼そし、毎。相変らず

首軍的直義感官もって】鹿的なもろ人の凍寒髪叫びながらもノ　包毛の舅尊慮

を敷くとし＼う靖二様でめり、聴音には，それ皇帝汲離日こ高くことこそ立成人だ

と嬉し、てし、る入鹿が志にこ壌孝子しているという芽簿を閃電しているのが現状で

あるク

ころいう波乱の車でlインチ恒ま、常にものわ召＼ij⑦該い某親顔をしてノ

無電托な撃を言っては　その虫虫　素養巨悪　響響　新姥人の有佐にしてし＼為。この

事はインチーjの莫し＼tの車にあもものが、如何に嘗い惹時でのせ櫨的であるか

とし＼う　ことを示している．ともかくノ　允や（イ穿き入れてもらえるかどらかわ

からないが）もインテリの庫同であろうから一　一℃から葦あれと綿奄しだし＼で

ある。

下嚢していた塵の生活
C3回鼓　　J」　「㌻　清　書

下宿を福に凛冬止狩をJTって観に五ケ月．ノ膵圃生き分史書する直撃が，そろ

そろ葡御泉くなって空と、馨し＼しノ　程々笛葵の地下鉄を寒うど。義を豪る象

がしなくなる。この簸人駒としか形象で、きなし＼う、ソシュ　についてノ　しぼ’Lは′

くだらない暮腰をし＼だく葦が蔑為が′そんな命転はないのである9眠い竃を

こすって冠至るときノ席晩髪むこぼっていたを亮がむやみにぞたらと兎しい。

僕の下帯生島の思い出は，そんなに竃まのことそはないのにこ回虫の￥き

のものし乃＼なし、。チェインの簿集奉零刀、ら殺意を義塾これノ　穂首がqL＼からJ

どんな堅冶なしてし＼た璃＼零し、虫すまま暮し＼て丸よう。

下唇は御室i二あった：。ここに一回生終了と間藤に希っためだった．家宣と

はちょっとごたごたが勒つたポリきたこ合種牒下宿生薄から外食の生藷に夜

一一二1－



つて、斎初はいくらカ＼とまビった氷．一箪軋、二度と虫慕モうにない生蕎麦

した。しかし　それがまたなっかしいさ

一般の人が養女度をする頃・それが格克暗闇だ、ったク　鼠亀の一番覆審か∴

足り出す煩ノ　それからノ主＼と入バ二も＜、・リニむ欝牒匿った。払覆車の部を一対，

これ以上汚なくで、きなし、という痩散らカ＼し∵こノ机のクエには泰と／…卜が亨漁

に瀬こリ永してあり、欲辺には、いつ甥＼らたまってし＼るのか命らない雇、吸水

わが五感蔓‖こなってし＼た。大乗に広兼を兼学なものが罷りつけてあ牛ノ　グラ

シなし＼尊重の喫型的な事象だった。勉蕗ノ　この認億は少なし＼。試験のときノ

少し位したか＼？とにかく毅んどし竃か＼っ七のは同塵し＼ない。隈さえあれば、j

〟〇　ノ　この東壁毯正しくない㌧　し＼つも隋、な略画にしてし＼丁このだから十。春日

、・　・ご‾∴　　　　・．・．．′、　　　．●　　　■－．・　　　　　．‥、・一　二

居た二八の立命の菅生は大草に入ったはカ＼リで－乳貴簡∈‖こしていたが、い

つ等砺い二彗㍉　こっちと信号じようなも港ヒ罷ってし＼つた。一人は衷清ほだった

カで余りで携わなかつとが，毎晩′パンスダント　コーヒをおっ、ソトー界におかし，

下りないことをばべってノ　艶が覇いたら覿言蔓が閣洩る取′　行水に待ったや

軋苫帰りには左横牒護牒寺へブラフ＼う祈った県　にお寺の前そよく置台瓜産

を鼓していためでノ石段に了わって蔓を亀ながわラ㌦メソなす写った〃食べ

蹄の蔑，下塙の澄い盤はこれにつきる。薫与ノ　乗物の歎ではなく、三度′　三

象の飯の語でみる。大塔御室顎政には飯星というもの乃ヾないから．外食は了、

最だったクー寮部の壕は撃殺で食べてし＼にがノ　蘇閏がうまく　し＼乃＼す、，太捲，ホ

コリだらけの笥星に濠こわれでモソモリ食べた二。二と、ノも＼ノ食べると言っても

竃夜盗葵は何一つないからノ　寺そ食べられる堀、ペソとガンス・メが食漫了ごっ

た〃　脚選句合Yして山鳥のガンズメ変電って克て、像が薪ったY篭っては食

べるので3冒浸しⅥ＼なくノ　鷺計直な主義だった，しかし琴毅で食べる吟より

靡しかったように思うひ立命の歌と無い腎急としぼ、ってカロリー生計零し，

栄養失詔になるとう＼j　ならんとサメ　ピタさンが不足だとか何だと功＼，よく言

った．蘭に入竃頻市販きれてし＼奄屯んでのカン升メ吟味を覚えてし言ってJ

手元には砂麿と温　壌＼ないから　療付けにも硬度があリとうとう同じような

も㊥ば、かリ食べるめとあいてしまった，三人で何を食べようかセ言い金って

t＼る関に）それまそも騒マ食べてし＼た群馬ラーメンに軍旗券がつし＼て′　至れ

ばノ＼りノ仁だったかどこだつたか忘れて　しまったが′　解けると＼＼うのそう飯慈恵

を取りをしノ　今夏は－胃車ラーメンばかり食べるようになったクラ8廊入りの

天意皇いくつ買ったか覚えていなし＼，よく食べた，あのラ㌦メンは初めの牒

かなりうまし＼歳にも習ったが′　経きてから痩毎まで、食べてい和と徳政がでて

一一二」1－－
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＿きて｝　笥三が簿について困ったゥ　邪論′　たギラーメンだけ立食べ為からそ

あろう孤㌧　カン穴、メを買う位ならラーメンを買った古が木いYL、う廃字だっ

た、・（産、雛資入れて食べたが磯味が増して食べ批な刀＼った。こんな二番や

しばらくか聞ラーズンぼ刃＼り食べてい†二郎、ノ　別～二荒巻矢覇にもならなカ＼った

ようし＝習うク　Lで＼し魔分慈愛kして食べていたらLL、。確監券が全部はずれ

と思った田からもう食べ奄敬がしなくなってさ　凍ってし、亀倉をあに返してし

まったのだからメ　それに今だもって′　このう岬メソだ号は食べる艶がしない

カだ。それからはまたパンセかソス、メの塩漬に象ったが．象の首から常葉も

一二　・．　・．・・J　．＼・・＼　、　　　　　　　　・・、、・

観取で患って（堰しこの詫融はよく溶き甘いセ駄登′　あもどき、まだ泥のつ

し＼てし＼‘恕奴を食べたわー　翌日か〔っモーレッな下森に憩われた）マヨネーズか

渡をノゴ、りかけ乙食べるのそあ行7。ところが本が冷たくなっていくにっ汎∴挽

一・・‥．・一　　一一　　　、　・一　　　　・　　　　　　　　　　●　　・・一、

・　　　　　・　、　　　　　－、．●・　、・．　．・こ．．・、・　　　　、・

トなつと。覚えばこれが最初のガロ工だった∴　こんな仕方で一日にこっ接3人

や食べと撃もあったが′　慧タ1、二九は堰の局＼くれ奄ものだLと知ったク　ポ、ソトが

粛軍極値のわ毛のを車譲親猿は、ミ、ノ汗望つくろうど言い出してゞ＼左　ネギノ

ブなどを質し＼込んでノ　言直葛に赤の＼ソトに捲りこんや惹たのモあるゥ　細のてつく

ったミ、ノ声はうま書＼った。しろ＼しホク、ソトも驚いたことだろう．だがノこれが

嗜－の漫票だったカ、ら控芽がない，何も璃匁わか、すだけに枚う感電はサうす

うないミソ汗とつく　ったあとは適当に洩って苔「‖ぎ覆いj　ご笑いそやったここと

はラドン㌢煮る二七だった。濠貢j‖ま失敗した一　策つ＼ソトにそのま篭りドンと軍

をぼり込んでデ＼ソグ、、ソやっためノ　軍はこげつくし′　ウドンはヒー　ターミ二から

まって桑う抗日ニYても喝っ†二の　そこで璧カンを痺うことにした。つまり濱セ

ンめ冬頃でああ。大きめな貰翔の刀ン犬、メ・の空カツ髪新開するのボー萄琶L

L＼。つ・9‾kYってしまわず′　ポリ　にひっかけちようにして入れる。このセ

き）Kを人音しすぎるとj　渇がわいてくるとあ′ミ＼れるから達蕎しないとし＼けない。

ワドンの味付けはノ　メン＼ノ功ヾよかった、涌轟でもいれたし簡もし＼恥た。これ

もj　うま彗＼った。薦也ンの要領でホさ、ソト髪使うことはとても複利だった．清濁

良男＼けれぼたいていのも力が養毛三七ができた。こ紅さ飯をたこうど洗優し

とことれぐあ二仁た。し＼ろし＼ろ工気したが．これだけはうまく行かなかった8　こ

うして形ばかりの加工甘塩を落し、ついてから〉は、開け　｛うなものぼ、かり食べ

てし、てもア準がこな刀＼った。象に噂奄漫iこヤ乞9．ヤセアど言われとがノ別

瑛義気にもならなかったからネ鴬薮である，食べる車以外でもロワな事をし

弓5－



なかった．雷夜車に旺い頃。タフシ叫を河東笥＝ことば、したことも河象かあっ

と。カーテン尽落書きでい？ぼクし、だったし，セ∴／タクなんかしたこともなか

った。あんな生岳はもうしたくない，を、できないだわう9　だから，それゼ

げに展かL L＼二軍女の蔑し＼虫であるぅ

短観二博司亀谷についての繁藤を同怒してし、たのですが．チェー∵ンか㍉

こんなに逢くなって敢刺さ軋ると′　番いたこともピントが甚ずれ

と二宮が多くなってしまし＼、ノ民鋸にこんなものk尊く蔵盲目こな膏

ました。下手な史や軍縮です，きた協同紅各二ついては　現在，

∃空事をきれている首が暮し＼こ下さもようヰ　お承いしま‾す，

こ
限

こ　の　つ
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「CH A工N」に尊麻的（とし＼つてはおおげ、二をすが　塩竃車もほしいと

いう芦がわ。苦しとりで＼ノ膏熟をふ、為って．二のグラフト戊びフ’’ロ＼ソク憂患

につし、て蘭盟に馨し、てみました．なにぶん後説も摺芸とんどなくノ　ヌ不勉務の

漁∫　数竣くり繁り鼠あゐことと澤いますがどうかご奮放下さし、。

／、　はしがき

／健の孜のモノマ脚を琶金する単療養金に対し、え舜以⊥のモノマWを詞

随に琶金ユセゐことを幕毎食とし＼う。この穆合え塵のモノマーによる薬毒金

堀の形には堺のようなも⑦群考えられるり（4．だ‖まそれぞれモノマー）
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このうち榊）のものをブラフト某呈金棒（葺呵tCOP巧眠r）ノ勅のも甥をア’

ロ、ソ7箕蜃各席（♭ノ∂Ck C叩車輌erjとし＼ろ〇号の雁幹と兼の盤戒が恥で、

立凍橋渡のみ喫なるフ“ロ、ソフォ抒リマーがつくられるようになった。これをス

テレ7∵7トロ、ソフ菜蜃金庫∑し＼うぅ　これらブラフト．プロ、リクポリマー法線

束のような牽鹿蜃金将で、はかなえをことりで空白か＼ったような轟々の櫨頑を

かなえゐべく最泣纏常l二役くの研罷がな三れてし＼為，いまだ工億頑紅との窺

いつながりな濱つ責そlこはまらないと去りれながら′　その鹿類も多く．その

各部首鼠は韓常に多薦である。

よ、ケ’ラフト嘗金の靂確

0ゴム・廊略へ巧哀弔　　例えば月B S粛静などがある，これ凄Aはアク

リロニトリル，モ＝まアダジュン′　Sはスチしンで．

でしン竜や型とブラフト型がある。融解電櫨が奉幣

に魔れ′烙蔵でも太賓よし、，きたポリブタジエン

にスチレンをグラフト三七ヒものも南街凛庭によ

し、とし＼巾れこいる．

。界面衰嫁融への蚕同　　志各号各面遠慮融で覆水庭のこしのと硬水庭のも

のを終み金わせることにより可能と考えられるゥ

エチレン7号サイドとプウロピレンガ汽サイドのフ小

口、ソクコホごりマーも尭1才ン愚寮蘭島艦諺もとなる。

0イブン互選樹脂への靂褐　ポリ工j Lンフイルムにスチしンをグラット

三七，スチしン部分にイオン妾．環濠を入れること

によれ　　ズ■ン宣原題卜筒裸がえられる．

0額笹への諒闇

0その他

鱗綿／＼各慮モノマーをグラフト　tr．例えば項

舟渡′　簸電鼠経，耐熱）1噛J　あるし＼は承亀華の夜

番などが′　七んロ肘ス乳範，ナノ‖コンノ　ポ勺プ℃

ピレン．ホつりエチレンなど各塵鋭意について研溌

されノこじる。

ポリ∵Lケしンフイ　ルム貴簡へのグラフトによっ

てガス盃温度．皇少くじたり、あるいは飯へのブラ

フトなど上し研竜されている。

き、ブラフト及び丁、ロ、ソフコ釆Jリマーの合韓確誌

これらのコ太○リマ岬は製鼠とホモポリマ一覧現も費えられるので′　それと

命令舞が覇王象ヒなるQ　普通グラフトヌはアロ、ツフコ才子リマ叫どホモポリマ椚

め分線はT扇止損今　などの運賃摘潤しているや麟えぼ額僻叔収儀へのグ
ーーご7－



ラフト香合湖畔去　一叢鍔掩いハソクスし一顧虫蕗でホモ貯リマ一夏華虫1る。そ

して乾現場恕料の竜巻をはかり、し＼くらグラフトしたかセみる。グラフ1＼奉

ブラフト効率は現のようなま十尊・式で泉される。

グラフト卓二＝

ブラフト勧率＝

憂患好禰宜乾療後の宣蟄　一　吏合着切直蟄

膏合着の▲壷量

グラフトー聾．

ブラフト馨　十　ホモポリマ職や蟄

X／β∂（％）

X／β∂（％）

〃　ブラフト及び二㌢ロックコポリマーの観三豊．

・　　・　　；・　　・・く　㌧㌧　t．■・、

ニ軋法談詔にゝ　斡となるべきポリマー叫￥ノ綴となるべきモノマーと間壌啓上

竃健等乞夜ぜて反義させるものでノ　モノマーの盲金温麓における遼領霧敏之

刹針するものであるク　苛庵債も一級のものでよく膏金形式もごく普通⑦もめ

なので）地象勧壌武で経帝ソ姐に葛打でし＼毎と云え恕反面．考量のホモホリて

・・・・■、∴

′へ）P【P－P－Pへノ　十／、M→M－　㌣ト

（メ久重rtて用77deiへ

う　′L P－P－P∴P～　十　～　円－M－M

、－／　（、｝一√〉、、＿／【‾‾ヽ〟▼　　（　　＿　　（　　㌦＼′一、、　　　（　　　＿

」1．

／＼′P－P－P一声′）
l

卜1

円
r

＠　pv・4鱗経文はフイルムノ　スチレンノ開巻都（温風惑カリ射まか‡・

乳付）番希望混ぜ計脅し　ムクむC　にて頂蒜ノ　P′V，Aのスチレング’ラフト

＿作き頒一二・■＿．＼d G

上髭のようにラブ刀ん電卓のみでなく　オン夏冬の静も裸¢ようになって

し＼くさ　　へノCHユーCH（十）十　～仇一雄ハ一

声　　　覿
∵詑－

（条象へ絶く）
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へ＿こいニー→しトト＼

恕

十七er恥、礼尭d p中明色㌣

LHェーLH′、）

声

私達領萄敏（これ乱用　tranSIer）について

これにつL、て‡三、嘉分与合戦友蒜（簡唱積二寿，臼到工賃新頂走）などに

馨しく認曳してし＼亀が、′

一　　　一、

R仁＋＋1－－→1当・j

M・十　M→　P．

容一客への　これ乱れ　て頼れSier　¢軋！二ってて諒挙に考

温度慮、軟　　　膏靂盈夜

えR・1

㌢　声J塙反忘

えP・　　　　＞　P

二十1－一一一一一→　ユP

P・＋S→　P十S・

〔廿日モノマー濁度ノ

〔S日義壌濃度

7先ニス鮎〔主上

七
・
－
1
ノ

空長反義

㌔・．・、！l・

達観炎勧

〔桝；モノマーラジカル環濠．01；岡鳩都濃意ノ

イりノ　簾＝免p刑〔「廿一一一（え）ノ鴫＝え良モ〔門羊－、（うう

鼠常来聴では〔廿了の重蔵と埼矢は等しし＼からノ

坑こびも　　　∴　え勘〔JJニス良tLM弓

∴佃二才吾・挿‥一一一…－
動力学的連鎖嶺長　DPク　は、

D島ニ
て々　　灸p廿日〔汁〕　　毎〔M〕

＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　＝　　－　　　　　　　＿＿　　　　　　　　　一，一一

■●

え良工封　　　ぇJ転良で

東森儀への連鎖凝敏を煮えると

／　え良江湘ユ十良か■S〔件Hs〕

一日、′　　　　　　　　■・～′、　　－●

一書－

（払）
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となる。このCがCA射几　tr免れSf已r　こdnS七．である。この
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は

弟かるのでノ　それ曳プロット　LJ　その商館の勾畝としてCが戒められる．

Cのえ・さ　のノ扱更は次のゼロし。（乱と　£∂Oc）
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Benてen色　　　　　　　　　　　　0，0／訝　　　　　よ．成島　　　　　　　　3
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′、・、＼・・、∴・、糊、十・・・、・・十、、い∴∵∴

用　二蜃語合

天窓ゴム、合銀ゴム客はその贋造やに二琶窓合をもってし＼る．これに潅冒

してグラフトないい喜深慮鰐超克起こすことが蒼えら離∴もう

、・一　　　、．・　・＿　・　」・
こ日吉
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閣墟都の／つである簡裁温顧止凝臥P∂のように烹分子温蔽代物な常態割

の形にしてゲラつ1＼電息女置きせようとするものである，このポリマ帥ノ＼イ

ドロバ一六号サ1卜は気分衝又は次のような形でブラフト蜃各と報償する．

十　千㌔十→／′へ一一、rTノ十班一十F了十十
0・

ハイドロパしオキサイドの生鉱ヒはオゾンなと＼が反われ毎。

この‾方法でできたブラフト物には、ハイドロパーオキサイドが残存する可

鵬30－
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籠櫨こしろく，これ椚象マまき影響することもある。又ブラフト膏合一取に云

えることで、ある水、ノ　これらの感化によって主簡潔切断‾される危噴水々い。

・、、了癌　二、．、・、∫二・

騨破きこそリラムアンモニウムを使うものモノ　Cgヰはかな。頚い薮叱力を

もち東のようにして太¢リマ一に慈ノ性急をつくる。

音吐十RCHユ0日→恒机擁右叩句→C㌢十日十十R；‖鍼
〔∂γ　汗C‖ヱ0・）

二の反毒は対象太クリマー車に還元櫨塞忠霊払寄とし，P川，Aリ　Cel仙‖　geノ　ア

ミソ親等に有劫であるヒこれそし＼る。

、榊）エステノし吏撰

／／√「ヽ／　十川声測錮軋∈＝ご／√、、ノ十R叫
OH cHヱここH（00

エステん更渡によって克クリマー主観二二盲鮭各を導入し′　そこから青谷

を挺す。

〔Vj　エチレン方キサイト、の嚢入

へ／C一再′＼＼、）／C－NへJ
lぎ　　≧　　　　　　li i

O H　　　　　亡二・　H

化　患蜃谷
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廃　　　　　　　　　　　　止000　　　　　　　台．／

壌外線　　　　　　　　　よβ∂♂　　　　　　占，／

菟エネルギ一二より永クリマー車にできた恵庭怠よリ　グラフト雲合が産む．

尊温菟噂認刺客女辟牒する㌧

㊨　アソスラ草ノン髪蒐嗜画報としてセロファンノ　ウ1スコース蜜ヒアク

リロニトリルをグラフトできる，

は　硬射泉

×－γ碇7

■、い

・■　　　　ト、

1∴；・、

大鏡蚤を装置

∴　●　‥・∴

・　・　∴　＝‥　　　、

幹辟リマ〟に懲射後ノ　モノマーに希終せしめて菅谷するもので、、貴空牒

－＼＼、、　　　　．　し、　－’・・・・、　　　　∴：．・・一　　　・・．‥、・

そもよく進行し、エ転化甘食ハけ已㌣　の魚礁できゐユうな粂嬢では赤毛ポリ

マーの法森も少なくてすむク空気中のもので・ぼ，ハ1ドロバ一方吏サイド

が痩鹿コ捗るものと秀丸られZL＼る。

同額償射議

事漆㌍巨←√とモノマーを菜布きせて嫁射するもので・ノ　刃＼なり多鷺の赤毛

㊥　本館など色々のセ）しロースに′　訂鰻や亀子怒髪前敬射Xは同終発射し

・、　　　　、・　　　　・　・＼、・

（e）磯戴船首ラ象

ゴムなどの湯谷ノ砺紆力を与えポリママ　烏∬那針すむYそこにラブかレがで、

きるク　経って患当なモノマWの存在でアヤロ、ソクコポリマ一肌樽－られる．

以上大東γ、ラフト涙びアロ、ソクコ粁jマ㌦の袈直音菜昔ついて施べたが▲

零するに舞太りリマーが及どなるべきモノマーの音金閣解剖となれば、よいわけ

で＼ある。

富′　ブラフトコ差〃リマ≠の庭簡

グラフト属びプロ、ソクコポリマ岬の顔化息ノ　グラフト（又は7、ロ＼ソフ）寄

席⑦長さノ　教などノ≧あるし、は黍液について色々許墓されてし、る∂切線グラフ

ト（ブこトップ）コポリマーと緊なるこ壕の昔リマ岬混合物切払寮もなされて

し＼る。ヌグラフト（プ、、ロ＼ソフブ　コホ¢リマー　の威磯節ノ捜嶺についても色々と三顧

（ぐわれてし＼為。副えはナイロンにスチレンをグラフト（放射鰻による）させ

たもの鎧、鼠力創痕下しなし＼が’ノ　洋人生′　複J緑を、染色脛′　簸勘定腫などは倦
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占、参発雷

緊鈍C欠糾d倉和洋裾γ糟日出Bu巌正ノ針目届研裾膏Rett中は）
失う本ここを鎗べたようなわけ方で製造方法琶一に∵つし、て寄しく書かれて

いる，次の本とくらぺてノ　ゼ＼ちらかと云えぼ頭韻・的であるが哀憐頑も冬

料机cK久nAをγ久拝C轡恒erg（R′丁・Cやre5軋肴　Bはたそ…クr血）

命類の止芽などは大麻上蓋だの本と閉じであるかさ／蒜嗣軋　工儀的方法

等ノ　ブPAT。なども牒＼なり誅しく鰐丞＼しているタ

旛鶉

衆「吉分子一／983尊　者開署（ヰキノ　寓分与ノ上を　ムブム（′9最））

9書写（ウ　　　ノノ　　∠生　占ヲ？（／ヲ占ゴ））

永「接写」ノラJ3号夕日等〔井本，化学／∠旦　75えいヲ占う））

、／達ぢ途一丈の柘令　学研勺／分類漆系を示してし、為，

寮「二葉と製忌」　恵各号デーダブ、ソフ

ァ、引軍‾丈竜に

蔑む二Yのそう迄文献から五色マ引用レ　ス鯨ヒはまるうっLもあります′

が、′　ころ乗越酪させてし＼ただきますユ

．＼　■ご●・一　二・　一、・＼・、・・、∴・　・・・・・　　　　－∴・＼・・－′・・‥・

t　になった）各宅のき篭も短毛通覧であれ′　下宿生毒ごあれー転べー

一・　一キ・－’．＼‘・稿、：　′、　　　＼　　・・、●．・　・－…・●．、、　　　　　・・．　・

。．く・や、・、．掻　．　　●、一　　　・．・、．・．　：、1、　－　・

ケ刀＼らす両替郭の爾後　ヌ学野の大敵のかきなどが褒軍になってい

ると澤われるク　〟同室Yしても軽部が敵組てし＼るたわの不便、又大

学生毛のものたりなまを港じたことは一束にとどまらないぅ　誉れに

つけても・今可の統合司領がスム∵一ズ、に返んで、ノ　両学部冬草鎖状、．

より奄奏した形で＼柊鮭了もこ￥を富みたし＼，欲を竜えぼ僚ら㌦回左

がキ蔑守るまでに日の目を賢た統合後のわが’産を鼠たいク　空言　東填

魚　　‥∴、、十．’・．

一封－
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藩毒寛恕幽勒醜表彰勒蚤榊贅雅㈱転塾牽肇

編集額記

義雄の紅鷺も色あせノ　師友の声を固く今日今頃と4なるYJ北家

に衝一陽噺の志賀が寒い∴意の街々はすっかり冬の麗し、望啓えてし苦

っている，

ニめ恵の各につきものなのが〝産冷え少　であるか㍉　今茸は眉軋賢寸：ら

増して，その医王は蔵レし＼ノ環否める．塗してこの隠寒の身罷に裁々

ゝ一二：・ご　－ノ＿＼一　　二・●こ：い、一　三、、、∴・・■．∴　　－　∴、．・品■ニ　∵．亨．・－　∴‥・、

したのが、′　このCh軋す　れ　77号そある。ところで′　牟回は好転迄

とは葵なり、或ゐ一つのテーマ登中心として、ChとL L rLを諸南寮し

ユうとし、う方針の下に，森々敢為（？）の未了琴勤癒合衝撃」をテー

マに解り⊥げ、て羨ましたが′　何食ヒdはじめての訟叔そありますの

でノ　垣凝；亀有諌儀のご聴朝の対象となる点も少なからず、あるかYも

暫し、ますかご′翫い冒ご見てし＼ただし＼て′　更にCh乱しれ盲二対しての

－そうの最かい御鼠履一髪全額￥も竜紋しく長嶺いする次語ですヵ
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